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地
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渡
島
地
方
の
イ
カ
資
源
の
確
保
に
関
す
る
質
問
主
意
書

北
海
道
に
よ
る
と
、
函
館
市
を
含
む
渡
島
地
方
は
二
〇
〇
九
年
以
降
、
ス
ル
メ
イ
カ
（
マ
イ
カ
）
の
漁
獲
高
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
過
去
十
年
間
で
最
低
だ
っ
た
二
〇
一
五
年
の
漁
獲
高
（
概
算
一
万
千
二
百
六
十
四
ト
ン
）
は
、
二
〇
〇
七
年
（
四
万
八

千
二
百
十
九
ト
ン
）
の
四
分
の
一
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
も
十
月
ま
で
の
概
算
漁
獲
量
は
八
千
六
十
八
ト
ン

に
と
ど
ま
り
、
今
年
は
昨
年
を
さ
ら
に
下
回
り
過
去
十
年
間
で
最
低
と
な
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。

こ
れ
に
と
も
な
い
渡
島
地
方
の
イ
カ
の
市
場
年
間
平
均
価
格
は
十
月
末
現
在
、
一
キ
ロ
当
た
り
六
百
七
円
で
、
二
〇
一
五
年

（
同
三
百
七
十
九
円
）
比
で
、
一
・
六
倍
増
と
な
っ
て
い
る
。

函
館
市
を
は
じ
め
と
す
る
渡
島
地
方
に
は
、
イ
カ
塩
辛
や
ス
ル
メ
な
ど
百
あ
ま
り
の
水
産
加
工
会
社
が
あ
り
、
こ
の
地
域
の

工
業
出
荷
額
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
イ
カ
資
源
の
減
少
に
よ
っ
て
、
地
域
の
雇
用
を
は
じ
め
地
域
の

経
済
へ
の
大
き
な
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
が
あ
っ
て
国
が
あ
る
の
で
あ
り
、
地
域
経
済
へ
の
国
の
政
策
は
、
日
本
経
済

そ
の
も
の
の
発
展
を
図
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

引
続
く
イ
カ
資
源
の
減
少
に
対
し
、
政
府
は
原
因
調
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

イ
カ
資
源
の
減
少
に
よ
り
、
地
域
の
雇
用
が
失
わ
れ
た
り
、
加
工
会
社
の
経
営
難
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
事
態
を

一



未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
政
府
は
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、
有
利
な
資
金
融
資
や
補
助
な
ど
の
財
政
支
援
を
行
い
、
地
域
産

業
を
守
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

現
在
、
日
本
国
外
で
漁
獲
で
き
る
も
の
で
、
日
本
国
内
の
水
産
加
工
に
適
し
た
マ
イ
カ
や
そ
れ
と
代
用
可
能
な
イ
カ
の
水

揚
げ
の
多
い
国
や
地
域
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

四

右
の
問
に
関
し
て
、
現
在
の
漁
獲
量
の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
、
冷
凍
保
存
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
、
現
在
、
イ
カ
資
源
を
保

有
す
る
国
は
あ
る
の
か
。
ま
た
そ
の
保
有
量
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

資
金
融
資
や
補
助
な
ど
に
よ
っ
て
イ
カ
の
加
工
会
社
等
の
会
社
経
営
が
維
持
で
き
た
と
し
て
も
、
イ
カ
資
源
が
確
保
で
き

な
い
こ
と
に
は
、
そ
も
そ
も
水
産
加
工
が
で
き
な
い
の
が
地
域
の
切
実
な
現
実
で
あ
る
。
地
域
経
済
が
あ
っ
て
国
の
経
済
が

あ
り
、
そ
の
発
展
が
あ
る
の
で
あ
り
、
日
本
国
内
で
の
イ
カ
資
源
の
確
保
が
難
し
い
と
す
れ
ば
、
政
府
は
地
域
経
済
を
守
る

た
め
に
、
海
外
か
ら
イ
カ
資
源
を
輸
入
し
、
緊
急
に
資
源
確
保
を
す
べ
き
で
あ
る
。
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
施
策
に
具
体
的

に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


